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要旨
タイピング習得ソフトは、「キーボード表示

ありタイピング習得ソフト」(以下「表示あり」)
と「キーボード表示なしタイピング習得ソフト」
(以下「表示なし」)に大別される。「表示あり」
はタッチタイピング技術(キーボードを見ないで
文章入力する技術)の習得を目的とし、「表示な
し」はその技術を伸ばすことを目的としている。
この2種類のソフトの組み合わせによって学習効
果を高めようと試み、2年にわたるタイピング教
育を実践した。それぞれの年でカリキュラムを変
えて学習効果を分析し、指導方法を考察した。

対象を学習者全体と学習者能力別とに分けて
分析した。まず学習者全体では「表示あり」によ
る重点指導よりも「表示なし」による重点指導に
効果があったことが示された。次に年度初回時に
測定した文字入力数から学習者を上位群と下位群
に分けた場合、下位群は「表示なし」の重点指導
に効果があり、上位群は「表示あり」の重点指導
に効果があったことが示された。さらに学習者の
モチベーションを高める資料として、学習者全体
においてタイピング技術と授業理解度との相関は
関連性が示された。

こうした分析から「表示なし」と「表示あ
り」とを組み合わせたタイピング教育に一定の効
果があったことが示された。しかし、学習者の能
力別に使用ソフトを一方に固定したカリキュラム
によってさらに学習効果を高めることは難しいと
考察した。

キーワード　：情報教育、タッチタイピング　

1.はじめに
情報処理教育においてタッチタイピング技術

の習得は重要な位置づけになっている。この点に

ついて「情報処理の基礎能力、総合能力を身に
つけるためにタッチタイピング技術の学習を学
生は強く望んでいる」(辰己ら 2012)こと、「タ
イピング技術が授業理解度と関連する」(水野ら 
2014)こと、「能力別にクラス編成した場合クラ
ス単位でタイピング学習効果の差は大きい」(寺
川ら 2008)ことなど様々な研究がすでになされ
ている。タッチタイピング技術の習得には「表示
あり」を使う例が多いが、「表示なし」にも優れ
たソフトがあり、これらのソフトを組み合わせて
タイピング指導効果を分析し、タイピング技術の
指導法について考察した。

2.データの構成
食物栄養学科1年次3クラス、および保育学科1

年次1クラスの2年間のべ213人(入力測定日に欠
席した者は含まれていない)を対象とした。

3.複数タイピングソフトを使用した教育の実践
3-1　指導ポイント

情報処理授業のなかで10分から20分をタイピ
ング指導時間とした。指導ポイントは以下の7つ
に重点を置いた。①学習段階により指定されたタ
イピング習得ソフトを使用する。②タイピング練
習ではソフトが表示する指定キーを指定の指で打
つ。③タイピングの正しい姿勢で入力する(正し
い姿勢とは[1]両足の裏を床につける[2]キーボー
ド手前にスペースをつくる[3]肘を机につける[4]
椅子の高さを調整する[5]背筋を伸ばす)。④タッ
チタイピングは正しい継続練習によって習得でき
ることを理解する。⑤自分のスコアを毎回記録す
る。⑥学習者は自身の全体順位と入力数に相当す
る級を確認する。⑦タッチタイピング習得により
タイピング速度は上がることを理解する。以上を
繰り返し指導した。
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3-2　使用したタイピング習得ソフト
①Type Trainer 1) [キーボード表示ありタイピング
習得ソフト]

フリーソフト。PCのフォルダまたはUSBメモ
リから直接起動することができる。ローマ字入
力、変換入力などのコース選択ができる。画面に
仮想キーボードと入力練習する文字が表示され、
次に押すべきキーが仮想キーボードのなかに順次
表示される。1回約1分～3分。
②Easy Typing 2) [キーボード表示ありタイピング
習得ソフト]

オンラインで無料使用できる。コース選択が
できる。画面に仮想キーボードと入力練習する文
字が表示され、次に押すべきキーが仮想キーボー
ドのなかに順次表示される。1回約1分～3分。
③寿司打3) [キーボード表示なしタイピング習得
ソフト]

オンラインで無料使用できる。コース選択が
できる。画面に入力練習する文字が順次表示さ

れる。仮想キーボードは表示されない。1回約2
分。
④皿打(Sara-Da)4) [キーボード表示なしタイピン
グ習得ソフト]

オンラインで無料使用できる。コース選択が
できる。画面に入力練習する文字が順次表示さ
れる。仮想キーボードは表示されない。1回約2
分。

3-3　指導カリキュラム
2015年は①「Type Trainer」、②「Easy 

Typing」、③「寿司打」、④「皿打」を使用し
た。

2016年は①「Type Trainer」、②「Easy 
Typing」、③「寿司打」を使用した。①②の
「表示あり」練習では実物のキーボードを見ない
よう指導した。③④の「表示なし」練習では実物
のキーボードを見てもよいと指導した。

指導カリキュラムの前半は2015年2016年とも
タッチタイピング指導に重点をおいた。

7回目以降について2015年は「表示なし」に
重点をおき、2016年は「表示あり」に重点をお
き指導した。

入力測定は、1回目の指導前、5回目と10回目
の指導後に行った。（表１）

3-4 競争原理を利用したモチベーションを高める
工夫

測定した入力数は全体平均と学習者の全体順
位、ハンドルネーム、入力数、相当級を一覧にし
て掲示した。ハンドルネームは自分だけがわかる
ニックネームで、学習者が掲示を見て他人に知ら
れずに自分の順位を知り、入力数が伸びても順位
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1) Type Trainerについては下記のURLを参照 [2017年3月7日取得] 
http://www.vector.co.jp/soft/win95/edu/se053003.html
2) Easy Typingについては下記のURLを参照 [2017年3月7日取得]
http://neutralx0.net/type01.html

3) 寿司打については下記のURLを参照 [2017年3月7日取得]
http://typing.sakura.ne.jp/sushida/
4) 皿打については下記のURLを参照 [2017年3月7日取得]
http://neutralx0.net/sarada/



が上がらないなどの確認ができる。学習者が学習
者自身と学習者全体の学習状況を把握できるよう
にした。こうして競争原理を利用することでモチ
ベーションが高まるようにした。

4.入力数分析
4-1 入力数測定方法

10分間の入力文字数を測定した。測定は漢
字、かな、記号、数字が使われた入力検定練習用
の文章をワードに入力する方法を用いた。

ほとんどのタイピング測定ソフトは変換する
操作が省略され、ローマ字入力だけで漢字やカタ
カナが確定され、変換漢字候補を選択する手順も
ない。数字や記号の入力時に変換方法を切り替え

ない。そのためタイピング測定ソフトでは速いの
に、実際の文書の入力ではスピードが遅いことが
ある。変換に時間がかかる場合や読めない漢字が
ある場合である。

実務に即した測定となるようにタイピング測
定ソフトを利用せず、実際の文書を入力して測定
した。

 4-2 各年全体の入力数平均値比較
学習者全体の1回目、2回目、3回目の入力数統

計を示す。3回の測定全てに参加した者のみを対
象とし、1回でも欠席のあった者は含まれていな
い。

2015年伸び率と2016年の伸び率の差は2回目
+1.1ポイント、3回目-1.5ポイント。2015年は
「表示なし」に重点をおいて指導をしていた。
2016年は「表示あり」に重点をおいて指導をし
ていた。そのため学習者全体では「表示あり」の

重点指導に比べて「表示なし」の重点指導により高
い学習効果があったことが示された。(表2、図1)

4-3 能力別入力数比較
1回目タイピングの入力結果を用いて上位
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群・中位群・下位群に分けGP分析(Good-Poor 
Analysis)により特徴を調べた。初回入力文字数
の実数値を基準にして分けた。その基準は上位群

を400字以上(検定基準3級以上)、中位群を 300
字から399字(同4級)、下位群を299字以下(同4級
未満)とした。

表3に2015年と2016年の1回目、2回目、3回
目の上位群入力数統計を示す。表4に同様の下位
群入力数統計を示す。また図2に上位群、下位群
の2015年と2016年それぞれの1回目入力数と3
回目入力数の散布図を示す。これらの図に2015
年、2016年のそれぞれに一次回帰曲線を併記し
た。

上位群と下位群との伸び率を比べると上位群
では2016年で伸びが大きく、下位群では2015年
で伸びが大きかった。2015年は「表示なし」の
重点指導をし、2016年は「表示あり」の重点指

導をしていた。そのため上位群は「表示あり」の
重点指導の効果がより大きく、下位群は「表示な
し」の重点指導の効果がより大きかったことが示
された。

4-4 初回入力数と授業理解度との相関、入力数の
のびと授業理解度との相関

授業開始前のタイピング技術と授業理解度と
の相関、およびタイピング技術ののびと授業理解
度との相関について分析した。これらの相関の関
連性が示されれば、ここでの学習者に対して同じ
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環境で学習した身近な分析紹介することによりさ
らにモチベーションを高める指導ができると考え
た。

授業理解度は前期試験を100点満点に換算し

た。試験は事前に文字が入力されているワード文
書を編集する実技試験のため、タイピング技術が
直接試験に影響するものではなかった。

図3は2015年と2016年のそれぞれについて1
回目入力数と授業理解度の散布図を示し、これら
の図に一次回帰曲線を併記した。

1回目入力数と授業理解度の分布における回帰
分析について、2015年は相関係数r=0.294,決定
係数R2=0.086,p=0.001295。2016年は、相関係
数r=0.28, 決定係数R2=0.078,p=0.00574となっ
た。どちらも1回目入力数が多い場合、授業理解
度は高くなる傾向(p<0.01)が示された。

このことからタイピング技術と授業理解度と
の関連性が示された。　

図4は2015年と2016年のそれぞれについて入
力のび数と授業理解度の散布図を示し、これらの
図に一次回帰曲線を併記した。

入力のび数と授業理解度の分布における回帰
分析について、2015年は相関係数r=0.185,決定
係数R2=0.034,p=0.046057。入力のび数と授業
理解度との相関は低く、関連性は見られなかっ
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た。同様に2016年は相関係数r=0.381, 決定係
数R2=0.145,p=0.000126864であり、入力の
び数が大きい場合、授業理解度は高くなる傾向
(p<0.01)が示された。

このことからタイピング技術ののびと授業理
解度との関連性が示されたとはいえなかった。

5.おわりに
タイピング教育実践で「キーボード表示あり

タイピング習得ソフト」(以下「表示あり」)と
「キーボード表示なしタイピング習得ソフト」
(以下「表示なし」)との2種類のソフトを組み合
わせた指導に一定の効果があったことが示され
た。さらに学習者のタイピング技術に合わせた指
導の可能性が示唆された。下位群の学習者は上位
群の学習者とは違い、タイピングの基本指導では
「表示あり」よりも「表示なし」の方がより効果
が高いと示されたことによる。

一方で下位群はタッチタイピングをまだ習得
していない学習者が多いため、カリキュラムの流
れから考えて「表示あり」の方に重点を置くべき
とする考え方がある。なぜならタッチタイピング
を習得後にタイピング練習を進めることが学習順
序であるからである。

しかし、ここではこの考えとは逆の学習順序
で効果が示された。その原因として下位群の学習
者が「表示あり」の練習でなかなか成果が得られ
ずに練習を単調に感じてしまい、学習効果が上が
らなかったことなどが考えられる。確かに「表示
なし」により効果はあったが、タッチタイピング

習得は十分でなかった者が多かったといえる。
タッチタイピングの技術が不十分であれば、

「表示なし」の効果は限定的になってしまう。そ
のため能力別にどちらかのソフトに重点をおくこ
とでより効果を期待することは難しく、慎重に
「表示あり」と「表示なし」とを組み合わせた指
導方法をさらに検討しなければならない。

本論文をまとめるにあたりグループ学習(寺川
ら 2008)やペア学習(水野ら 2014)などの様々な
研究を参考にした。それらの研究と考え合わせて
タイピング技術を伸ばすためにより確かな動機づ
けを与られるよう工夫し、教育改善を積み重ねな
ければならない。
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本学学生のネット依存傾向と関連諸要素､及びエゴグラムに関する追跡研究
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A Follow-up Study on the Relation between Net Addiction Tendency and some related Factors
,Egogram in HAKODATE Junior College Students
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概 要

現在、スマホを中心としたインターネット（以下：ネットと略す※論文名等は原文のまま）

に関する問題は大学生における学修、学生生活全般に大きな影響を与えている。筆者は昨年度、

本学入学生を対象に、ネット依存に関する質問紙調査を実施した結果、ネット依存得点とネッ

ト使用時間、ネット被害経験、ネット依存自覚度との関連が認められ、ネット依存傾向の自覚

はあるが、依存から抜け出せない実態等が示唆された。また性格特性との関連を探った結果、

適応本能との関連が明確に示された（藤井2017）。この結果を踏まえて、昨年度前期に全学生

を対象にネット依存等に関する研修会を実施し、学生への注意喚起を図ったところである。そ

こで、2年生になった時点での実態、1年後の変化をみるため、昨年度と同一の質問紙による追

跡調査を全学生対象に行った。その結果、ネット依存傾向、ネット使用時間、ネット依存自覚

度、ネット知識自己評価等において、依然として昨年度と同様の傾向が示された。また深刻な

ネット依存が懸念される学生数の微増、自己否定的エゴグラム特性とネット依存傾向との明確

な関連が示された一方、ネット依存を自覚しつつ、ネットを積極的に活用し精力的に生活して

いる現代青年像の出現が窺われた。

問 題

現在、ネットに関する問題は大きな社会問

題として、マスコミにも度々取り上げられて

いる。警察庁は2006年、「バーチャル社会の

もたらす弊害から子どもを守る研究会」を設

置し、2006年4月より12月まで、合計9回にわ

たり審議会を開催している。9月には「携帯

電話がもたらす弊害から子どもを守るため

に」（警察庁2006a）を中間報告として、12

月には「バーチャル社会のもたらす弊害から

子どもを守るために」（警察庁2006b）を最

終報告書として公表した。その中で、子ども

（※子どもとは18歳未満の青少年をさす）に

もたらす弊害として、子どもが携帯電話を通

してネットに接続することにより、子どもが

違法・有害情報にさらされること、及び子ど

もが犯罪の加害者、被害者になる危険性を指

摘している。また家庭用ゲーム機による害に

もふれ、暴力シーン等により子どもの反社会

的な行動や人格の形成が助長されること、バ

ーチャル空間にのめり込み、子どもの健全育

成に必要な実体験等の機会が損なわれること

等を懸念している。さらに子どもが性行為等

の対象となることも指摘されている。11年が

経過した今、これらはすべて悪化の一途をた

どり、青少年の健全育成にとり、緊要な問題

となっている。加えて現在、新たに「ネット

依存」の問題が重要視されている。第2回本

研究会において、魚住（2006）は「メール利

用と子どもたちの現状」について報告してい

るが、一日50通以上メールする子どもの心理

状態、依存傾向にすでに触れており、メール

に多くの時間を費やす子どもの依存的で不安

定な人間関係を指摘している。ところで2006

年は、60年ぶりに教育基本法、学校教育法、

学校教育法施行規則等が改定された年でもあ

る。戦後60年の間に科学技術等の進歩により、

情報化、国際化社会が出現し、倫理規範意識、

価値観等を大きく変化させたことにこれまで

の教育の枠組全体が対応しきれなくなったた

めである。特に情報通信技術の進歩は目覚ま

しいものがあったと言える。ネット社会出現
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